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概要  

利用者の特性に関わらずリソースを簡単に探し出し、利用できること、すなわちリソースへのアクセシ  

ビリティを高めることへの要求が、リソースやリソースの利用方法・利用目的の多様化によって高まってい  

る。たとえ内容が同一であるとみなすことのできるリソースであっても、利用者の特性に応じた方法で表現  

され、また、利用環境に応じた形式で実現されたリソースを、利用者が簡単に選択し、提供することが求め  

られる。この要求を満たすためには、「どのような特性を持つ利用者」が「どのような環境」で「どのよう  

なリソース」を利用したいのかという利用者の要求を表現した上で、利用者の要求とそれにマッチするリ  

ソースを選択し、適切なリンクを提供する仕組みが必要である。そこで、利用者が簡単に自らの特性や利用  

環境に適したリソースヘアクセスできるようにすることを目的として、本稿では、アクセシビリティのた  

めのメタデータ、IFLAによるFunctionalRequiremen七s払rBibliographicRecords（FRBR）、OpenURL  
の動的なリンキング機能等に基づいて、利用者の特性や環境と、リソースという双方の視点からアクセシ  

ビリティに関する情報を表現し、適切に利周者とリソースを結びつけるメタデータスキーマのモデルを提  

案する。  
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Abstract   

Resource accessibilitywhichmeansaccessibility toinbrmation resources regardlessofanydisabilities  

OfusershasbeenwidelyrecognizedasahighprlOrityissueinthe diversenetworkedin払rmationenvi－  
ronment．Itishigh1yrequiredtofind anappropriateresourcefromthose resourceswhichcontainthe  

”identical”contentbutexpressedindif托rentformatsorexpressionsin accordancewithcharacteristics  

ofauser andthe environment wheretheuserusesthe resource．A metadat．aschemetodescribe charac－  

teristicsofusersanduserenvironmentsandaschemetocombinetheschemewithresourceadescription  

metadataschemetofind appropriate resources fbr the userin the glVen enVironment are requiredin  

OrdertosoIvethisproblem．Inotherwords，itisrequiredtomatchtheuserandusercharacteristicsin－  

formationwithresourcecharacteristic＄inordertochooseappropriateresource＄董brtheuser．Thispaper  

propose＄ametadataschemamodelwhichenablesresourceselectioninaccordancewithcharacteristics  

Ofuserandhis／herenvironmenttoaccessresources・Themodelisde重nedbasedonresourceaccessibility  
metadataschemas，FunctionalRequirementsforBibliographicRecords（FRBR）andthedynamiclinking  

mechanismofOpenURL．This paperoverviewsthesebaseschemesand describes the壬tameworkofthe  

proposedscheme．  
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1．はじめに  

高機能なPC（パソコン）が安価になったことや携帯電話に代表される情報端末の発達によって、いつで  

もどこでもネットワーク上にあるリソース（情報資源）を利用できる環境が整ってきた。こうした情報環  

境の発展は、リソースやその利用方法・利用目的の多様化をますます進めていくと考えられる。   

リソースについての情報を記述したメタデータを利用することによって、リソースを簡単に検索するこ  

とが可能になった。しかし、検索結果として提供されるリソースの取捨選択は、利用者自身がひとつひと  

つリソースにアクセスすることによって行われているのが現状である。なぜなら、それらのリソースは利  

用者が実際に利用でき、利用者にとって適切なものであるとは限らないからである。例えば、リソースを  

標準的な機能を備えたパソコンで利用する場合と携帯端末から利用する場合では、同じ内容であってもそ  

れぞれの利用環境に適した表示形式で提供する必要がある。利用者や利用場所に応じたリソースへのアク  

セス制限がある場合、アクセス条件に応じた適切なリソースを利用者自身が選択する必要がある。また、  

画像を多用したグラフィカルなリソースは健常者にとって優れたリソースであっても、視覚障害者にとっ  

て優れたものであるとは言えない。こうした利用者の負担をなくすためには、利用者それぞれにとって適  

切なリソースを選択し、それらのリソースに対する適切なリンクを提供する仕組みが必要である。つまり、  

「どのような特性を持つ利用者」が「どのような環境」で「どのようなリソース」を利用したいのかという  

利用者の要求を表現した上で、利用者の要求とそれにマッチするリソースを選択し、適切なリンクを提供  

できなくてはならない。   

そこで、本稿では、利用者が自らの特性や利用環境に適したリソースを適切に選択し、アクセスできる  

ようにすることを目的として、利用者の特性や環境と、リソースの特性という複数の視点からアクセシビ  

リティに関する情報を表現し、利用者とリソースを適切に結びつけるための枠組みを提案する。また、利  

用者からの要求に合った内容のリソースの中から、利用者の特性と環境に適した形式のリソースを選択す  

るための柔軟なリンキングを提供するためのメタデータスキーマモデルを提案する。   

本モデルは3つの要件から構成する。  

・リソースの内容表現：リソースの内容に基づく検索のために用いる記述であり、かつ、表現方法や実  

現形式の違うリソース間の関係を表す。  

・アクセシビリテイ：利用者それぞれの要求に応じて適切な表現方法と実現形式をもったリソースを識  

別し、利用者に負担をかけずに取捨選択するための枠組みを示す。  

・柔軟なリンキング：利用者の特性と環境に適すると識別されたリソースに対する適切なリンクを利用  

者に提供する仕組みを提案する。   

以下、2章においては、利用者の特性と環境に応じたリソース選択についての概念を説明する。3章にお  

いては、メタデータを用いて利用者とリソースを適切に結びつけるための枠組みについて説明する。4車  

では枠組みを実現するために求められるメタデータスキーマとそのモデルについて述べ、5章では考察と  

今後の展望について述べる。  

2．利用者の特性と環境に応じたリソース選択  

例えば、源氏物語について調べる際に、図書館では、司書に相談し、自分の要求、目的、何を見たいの  

か、などの情報を伝えるであろう。すると、司書は、それらの情報を元に図書館に所蔵している様々な形・  

種類の資料の中から、利用者の特性や、どこで利用するかといった利用環境に合わせて、最適であると思  

われる源氏物語に関する資料や複本などをいくつか紹介してくれるであろう。   

現在は、情報環境の発展により、いつでもどこでも、ネットワーク上にあるリソースを利用できるよう  

になったため、何か調べ物をしたいと思ったときに、真っ先にWeb上のリソースを探す、という人は少  
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なくないであろう。源氏物語について調べる場合、司書の代わりとなるツールとして、Googleなどの検索  

サービスや図書館のOPACが挙げられる。これらのツールでは、資料のありかやタイトルなどを知ること  

はできるが、それらがどのような利用者に適しているのかといったことまではわからない。そのため、源  

氏物語の資料として選択されたリソースは、利用者にとって適切な形・種類かどうかはこの時点ではわか  

らない。なぜなら、現在のネットワーク上では利用者がどのような人であるか、どのような場所から接続  

しているのか、といった利用者の特性や環境（ここでは利用者の特性や環境をまとめて、Contextと呼ぶ）  

に応じた情報提供は行われていないからである。そのため、検索結果として選択されたリソースに利用者  

自身がそれぞれアクセスして、初めてそのリソースが適切かどうか判断するのでは手間がかかってしまう。  

しかし、源氏物語という内容のリソースの申で、利用者にとって適切なものが自動的に選択され、捷供す  

ることができる仕組みがあれば大変便利である。   

以下、本章では、Contextに応じてリソースを適切に選択する上で必要な概念について論じる。  

2．1利用者の特性と環境（Context）  

利用者は、年齢や理解できる言語、障害の有無といった利用者の特性と、閲覧権利、利用設備や通信速  

度、利用場所のような環境というリソースの利用に関わるContextを持っている。   

例えば、視覚障害者にとって、源氏物語原本の電子化画像のみによって構成されたリソースは適切では  

ない。小学生にとって源氏物語原著は読みやすいものではない。このように、利用者の特性によって求め  

られる源氏物語に関するリソースはそれぞれ異なっている。   

一方、情報端末の発達により、利用者は携帯電話やPC、ゲーム機器のように様々な機器を利用してネッ  

トワーク上のリソースにアクセスできるようになった。自宅のPCで見ていたネットワーク上のリソース  

を外出先のPCから見る場合を考えると、ここでは利用するPCなどの利用機器、インストールされてい  

るOSやソフト・音源再生の可否、ネットワーク接続速度などの利用設備、利用場所などが変化する。こ  

れらの利用環境に適したリソースがそれぞれに作成され、提供されているだけではなく、最近ではPCか  

らアクセスした場合と同等のHTMLを解釈して表示するWebブラウザを搭載した携帯電話が登場したこ  

とに代表されるように、PCのブラウザを想定して作成されたリソースを様々な機器からアクセスするこ  

とが増えていくと考えられる。  

2．2Contextに応じた柔軟なリソース選択  

同じ源氏物語に関するリソースであっても、読み物、絵図、朗読、劇の動画、論文、漫画など様々なも  

のがある。そのため、Contextとリソースの実現方法や表現形式を適切に結びつけることが必要となって  

くる。Contextに応じたリソース選択として、利用者の特性に応じたリソース選択の例と、利用環境に応  

じたリソース選択の例を以下に示す。   

A．利用者が視覚障害者で、テキストを読み上げる機能をもつPCからアクセスしている場合、画像を  

多用したグラフィカルなリソースではなく、画像に代わる同等のテキストを含むリソースや、元から画像  

を含まないリソースを選択して提供することができれば、利用者は特性を気にせずにリソースを探し、利  

用することができる。   

B．携帯電話からアクセスしている場合、通常のWebブラウザを想定して作られたリソースを提供して  

も利用者は容量の大きな動画や画像、書声を利用することができないので、その携帯電話で閲覧するのに  

適した形式で作成されたリソースや、テキストのみのリソースを提供することができれば、利用者は利用  

環境を気にせずにリソースを探し、利用することができる。  
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図1は、AとBを概念レベルで表した図である。利用者AにはAのContextにマッチするリソース定  

義を参照し、リソースへのリンクを提供する。Bもまた同様にBのContextにマッチするリソース定義を  

参照し、リソースへのリンクを提供する。同じ源氏物語というキーワードにおいてリソースを探したとし  

ても、利用者Aと利用者Bでは提供されるリソースのリンク先が変わってくる。   

また、リソースへの柔軟なリンクを提供することも必要となる。例えば、ある大学のサーバ内のリソー  

スで、学内では全文閲覧することができるが、学外からは目次と抄録までしか閲覧できないリソースを学  

外から検索システムを通して発見した場合、従来の方法では、提示された全文のURLにアクセスしても、  

「アクセス権限がありません」と表示されてしまうだけである。しかし、システムが、学外から利用者がア  

クセスしていることを理解し、全文へのリンクの代わりに、目次と抄録へめリンクを提示することができ  

れば、学外からの利用者は、現在のContextに応じた柔軟なリンクによって必要な情報をできる限り多く  

入手することができる。  

“源氏物鴇’リソース  

夙1利用者の特性と環境に応じたリソースの邁切な結びつき  

3．メタデータを用いた利用者とリソースを適切に結びつけるための枠組み  

利用者とリソースを適切に結びつけるためには、Contextと、リソースの内容・表現方法・実現形式を  

的確に表現できる枠組みが必要である。本稿では、利用者それぞれの要求に応じて適切な表現方法と実現  

形式をもったリソースを、利用者に負担をかけずに取捨選択し、マッチングするための枠組みを提案する。  

そのためのメタデータスキーマについては4章で述べる。  

a．1リソース内容の定義に基づいた、内容の同定  

C。nteXtに応じて適切なリソースを選択するには、利用者にとって同じとみなすことのできる内容を含  

み（同一の作品であり）、かつ表現方法や実現形式の異なるリソースの申から、利用者の環境において実際  

に利用することのできるリソースを選択することが求められる。   

そのためには、同じとみなす（ここでぽ，同定する”と表現する。）ための観点のレベルをどこに置くかを  

定義する必要がある。例えば、源氏物語という一つの作品を例にとった場合、原文・現代語訳・子供向け  
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に編集されたもの・絵図などがある。これは、内容はそれぞれ源氏物語という作品レベルの視点からは同  

一であるが、表現方法が異なる。ひとつのテキストのリソースを、携帯電話向け、PC向けの両方の記述形  

式において提供している場合、源氏物語の表現方法は同じであるが、利用における実現形式が違うという  

ことになる。   

このような、リソースや、リソースの内容間の相対的な関係を定義し、各リソースがどのレベルにおいて  

同等であり、どのレベルにおいて違うかを示すことでリソースの特性を表現することができれば、Context  

に応じたレベルで同定されたリソースを選択して擢供することができると考えられる。   

リソースの同定のためのレベル設定は、IFIJAが組織した研究グループによる「書誌レコードの機能要  

件．最終報告」（FunctionalRequirementsforBibliographicRecords．FinalReport：FRBR）［1］［2］にお  

いて示されたモデルを参考にすることができる。FR】〕Rは書誌的なデータを利用者の要求に対応付けるた  

めの枠組みとなり得ることを意図して提案されたものである。ここでは、対象となる資料そのもののモデ  

ル表現に相当する書誌的実体群を、著作（Work）、表現形（Expression）、体現形（Manifbstation）、個別  

資料（Item）の4つのレベルに分けて表している。図2はこの4つのレベルに分けた表現を実態関連モデ  

ル図において具体的に表したものである。   

しかしながら、これは図書やCDのような実体をもつものを想定したモデルであるため、実体をもたな  

いネットワーク上のリソースにおいて、Itemという概念は、そのままでは必ずしもうまく適用できない。  

特に、ネットワーク上のリソースにおいてItemという概念はあまり意味をもつものではないと考えられ  

る。そこで、本稿では、FRBRのWork・Expression・Maniftstationの3レベルの考え方を参考にリソー  

スの内容を表現する。そのためのメタデータスキーマについては4章にて述べる。  

回2．印旧Rの実体関連モデル具体例  
出典：書誌レコードの機能要件－IFu手洗レコード機能要件研究グループ最終報告  

3．2利用者とリソースをマッチングするためのメタデータ  

利用者がリソースを利用するためには、Contextとリソースの特性が一致したリソースを提供する必要  

がある。例えば、源氏物語を探している様々な利用者がいたとする。そのContextは大人と子供、障害者  

と健常者などといった利用者の特性の違い、PCと携帯電話、課金リソースへのアクセス権といった利用  

環境の違いが考えられる。同じ源氏物語というリソースであっても、視覚障害者には、視覚を必要とする  

内容のみのリソースを提供することは不適切であるため、内容を視覚以外、例えば耳で聞くことのできる  

リソースを提供することが望ましい。また、子供には、子供向けに書かれたものや子供でも理解できる視  

覚的なコンテンツをもつリソースを提供することが望ましい。一方視覚コンテンツ提供の際には、内容の  

表示環境に対する考慮が必要である。例えば、携帯電話からアクセスしている場合は、さらに携帯電話で  

表示できる記述形式であり、かつ容量の大きな動画や画像が少ないリソースを提供する必要がある。  
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そのためには、利用者の様々なContextを表現し、リソースの表現方法や実現形式とマッチングするこ  

とが必要である。現在行われている利用者とリソースをマッチングするためのメタデータに関する取り組  

みを紹介する。   

LOM（LearningObjectMetadata）［3】では、学習オブジェクトのメタデータ構造と語彙指定の仕組み  

を提案している。その中で、学習オブジェクトの教材としての種類や難易度、リソース利用対象者の学年や  

年齢など、教育上の情報について記述するためのメタデータエレメントが定められている。また、リソー  

ス内の学習オブジェクトを利用するときに必要となるソフトウェアやOSのような利用環境についてのエ  

レメントも用意されている。   

eラーニング標準化の活動のひとつに、LIP（LearnerInfbrmationPackage）［4】がある。LIPは利用者  

の属性を記述するための規格や、システム間での利用者情報を交換するためのフォーマット標準化規格で  

ある。LIPのパッケージを利用すると、学習者情報に含まれる学習目的、学習履歴、コンビテンシーなどと  

LOMで記述された教育体系情報を用い、学習者どとの学習目標と学習状況に応じた動的な学習カリキュラ  

ム生成システムを構築することも可能である。IMSでは、LIPのアクセシビリティのための情報パッケージ  

として、ACCLIP（IMSLearnerIn払rmationPackageAccessibilityfbrLIP）［5］と、ACCMD（AccessFor  

AllMeta，Data）［5］を発表した。ACCIJIP・ACCMDは、リソース・Context両方の視点から、アクセシ  

ビリティに関する記述を行うことが可能なエレメントセットを用意している。現在、これに準拠して様々  

なメタデータが作成されている。  

乱3柔軟なリンク提供  

Contextに応じた適切なリソースを利用者に提供するためには、同定されたリソース群の中から、利用  

者の特性に合った表現方法であり、かつ、利用環境に適した実現形式であるリソースを選択するための仕  

組みが求められる。つまり、Contextに適すると識別ざれたリソースへの適切なリンクを利用者に提供で  

きなくてはならない。   

利用者にとって最適な情報の効率良い選択を目的とした、メタデータを活用することで柔軟性をもたせ  

たリンクシステムが学術情報の世界で登場しはじめている。   

あるリソースからの拡張サービスを考えた際に、リンク先として最適と思われるリソースを「Appropriate  

Copy（最適コピー）」と呼ぷ。AppropriateCopyを導き出すためには、それぞれのリンク元が、利用者に  

とって最適なコピーへのリンクを設定することが必要となる。このためのフレームワークが、OpenLinking  

の標準規格として注目されているOpenURL［6］である。OpenURいま、たとえば、図書館や出版社のサー  

バなど、どの提供元から入手すればよいのかを判別するためにAppropriateCopyを自動的に特定するた  

めの枠組みを規定している。AppropriateCopyを提供するシステム実現のためには、Contextを認識し、  

それぞれに応じたリンク先を提示することが必要である。OpenURIJでは、Contextを認識するための仕  

組みとして「ContextObject」［7】［8】というリンク先の決定のために利用するデータをまとめたオブジェク  

トのモデルを利用している。これに基づいて決定されたリンク先へのリンキングは「Resolverモデル」と  

いうリンク構造を用いている。  

3．4メタデータとContextを利用した適切なリソースの選択と提供のモデル  

本モデルでは、同定されたリソース群の中から、Contextとリソースのメタデータを用いた、適切なリ  

ンキングを行うためのモデルを提案する。前節までに述べた本モデルに求められる機能と仕組みを図3に  

示した。  
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図3のモデルは、入力となる利用者のリソースへのアクセス要求、それにマッチしたリソースA・B・  

C、それぞれのリソースのメタデータ、および利用者のContextから構成される。本モデルは、利用者の  

リソースへのアクセス要求を受け取ると、その要求に該当するリソースのメタデータとContextのマッチ  

ングを行う。リソースのメタデータは、リソースのWork・Expression・Manife＄tationにそれぞれ対応付  

けされたメタデータエレメントに基づく記述である。この例では、リソースのメタデータは、リソースA  

がⅡTML文書であること、リソースBが画像のリソースであること、リソースCが音声のリソースであ  

ることを記述したものであり、Contextのメタデータは利用者が”全盲”であることを記述したものである。  

本モデルは、リソースのメタデータA・B・Cのうち、Expres＄ionにおいて視覚以外、例えば耳で聞くこ  

とのできるコンテンツを含むManifbstationとしてリソースCを選択する。その上で、リソースCに対し  

てリンクResolverがリンクを提供する。  

国3 メタデータを利用した適切なリソースの選択と提供のモデル  

4．Contextとリソースを適切に結びつけるためのメタデータスキーマモデル  

前車3．4で述べた概念モデルに基づいて、利用者が簡単に自らの特性や利用環境に適したリソースヘ  

アクセスできるようにするためのメタデータスキーマモデルについて述べる。このメタデータスキーマに  

求められる要件は、リソースの内容を表現できること、アクセシビリティを高めること、柔軟なリンキン  

グができることの3つである。本稿では、この要件を満たすことを目的に、FRBRとアクセシビリティを  

掛け合わせたモデルを示す。  

4．1リソースの内容を表現するためのFRBRのモデルに基づくメタデータスキーマ  

FRBRでは一般的な利用者タスクとして発見、識別、選択、入手の4つを挙げている。そして、Work  

の発見、Expressionの発見、Manifesta七ionの発見、Itemの発見のようにFRBRの各レベルに各タスクが  

それぞれ関連する。本稿では、Item以外の3つを対象としているので、各レベルに属するエレメントには、  

利用者が利用者の特性と利用環境に適したリソースを、発見し、識別し、選択し、入手できることが求め  

られる。   

例えば、リソースのタイトルに与えられた名前を記述するメタデータエレメントとして、タイトルがある。  
これは、Work・Expression・Manifbstationの発見・識別・選択・入手すべてにおいて利用するが、特に重要  

な役割を果たすのはリソースの発見においてである。リソースがどのような利用者を利用対象として想定し  

ているかを表すエレメントは、Work・Expression’の選択・入手のタスクで用いる属性である。Expression  
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の利用対象者が高校生以上のリソースは、小学生にとって適切なリソースではないということを判断する  

ことができる。リソースのデジタル化の形式などを表すエレメントもまた、Expression・Man脆sねtionの  

選択・入手のタスクで用いる属性である。Manifestationの提供形式がⅩmlのリソースは、携帯電話では利  

用できないことを判断することができる。このように、利用者の判断基準を名利用者のタスクに照らし合  

わせた上で様々なメタデータエレメントに置き換え、FRBRの各レベルとの対応付けを行うことができる。   

表1はFRBRのWork・Expression・Manifbstationにそれぞれ属するメタデータの例である。  

表1． FR8Rに属するメタデータエレメントの例  
FRBRの  値の例   

レベル   メント   

Work   Workとの関連  他のリソースやWo止との関連   続編をもつ、続編である  

タイトル   タイトル リソースに与えられた名前   源氏物語、あさきゆめみし  

作者   作成者リソースの内容に主たる賛任を  

持つ人や組織   

キーワード   リソースに関する話暦のフレーズ   光源氏   

Expression  言語   リソースの内容を記述している音符   jp、英語  

利用対象者   リソースの利用者として想定される属性  高校生以上、5歳以上  

形式   リソースの表現形式   画像、曹声、テキスト   

Mani危s地心  リソースのデジタル化の形式やサイズ   1000bit¢、mp3、加ml、  
On   bdml、ml  

フォントサイズ  フォントのサイズ   10pt、14pix  

アクセス条件  リソースを利用するために権利が必要な  100円、大学学内からのア  

場合の利用のための条件   クセス   

4．2利用者のContextを表現するために必要なメタデータスキーマ  

アクセシビリティに関する既存のメタデータスキーマを利用して、利用者のContextを表現するために  

は、Contextにどのような属性があるかを想定し、整理する必要がある。これらの属性はリソース選択の判  

断基準となるため、リソースのどのような概念に関連があるかを示すことが必要となる。そこで、Context  

を利用者の特性と利用環境の2つに分け、それぞれに想定する属性を挙げ、関連のあるFR．BRのレベル別  

に表した。利用者の特性と利用環境の例をそれぞれ表2、表3に示す。  

表2．利用者の特性として息定される属性の例  
FRBRレベル  属性   属性の説明   催の例   

Work   希望するwork  希望するworkの形式   小説、詩、エッセイ、交響曲、  

の形式  地図、写其、漫画   
Work   知的水準   Workの段階である程度知的水準  小学生0年生向け、成人向け、  

が前提となっている場合の年齢な  初心者向け、専門家向け、教育  

ど   者向け   

Expression  希望する  希望するExpressionの形式   英数字、記号、音符、画像   

Expres扇onの形  

式  

Expressねn  利用者の知覚能  視覚や聴覚に関しての障害の有無  全盲、弱視、耳が聞こえない、  

力   とその内容   耳が遠い   

Expression  知的水準   Expressionの段階での知的水準   小学生0年生向け、  

成人向け、初心者向け、専門家  

向け、教育者向け   

Manifbstation  価格の指定   リソース利用時の課金の利根   無料、有料、1000円まで   
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表3．利用環境として想定される属性の例  
FRBRレベル  属性   属性の説明   値の例   

Expression   視覚コンテンツに代わる  視覚コンテンツに代わるオーディオコ  有、日本語、英青書  
オーディオコンテンツ   ンテンツの有無、その使用言語の指定   

Expression   聴覚コンテンツに代わる  聴覚に代わるビジュアルコンテンツの  無、中国語  
ビジュアルコンテンツ  有無、使用言語、手話言語の指定   

Mani鎚station  使用装置   リソースを利用しても・、る装置   PC、携帯電話、  

PDA   

Maれifb或ation  ブラウザ   ブラウザはどのような機能をもっか  フレーム対応、  

JavaSctipt非対応   

Mani鎚離山ion  利用場所   どこからリソースにアクセスしている  同じサーバ、学  

か   外、園外   

4．3モデルを用いたリソース選択  

ここで、実際にこのモデルを用いた際のリソース選択の例を用いて述べる。図4はネットワーク上に存在  

するリソースをFRBRのモデルを用いて表したものである。Ⅵb止は源氏物語に関する著作を表している。  

それぞれの閤にはオリジナルの源氏物語とほかの著作の関係がある。例えば、源氏物語絵巻は源氏物語を絵  

巻に変形したものであるため、相互に「Trans丘）rmationJ「hasnansfbrmation」という関係をもつ。同様  

に、洩画源氏物語は源氏物語を漫画に改作したものであるため、相互に「AdaptationJ「hasAdaptation」  

という関係をもつ。これらのWorkに対してExpressionのレベルで実体がある。オリジナルの源氏物語に  

対して源氏物語のオリジナルテキスト化や現代語訳のテキストがある。同様に、源氏物語絵巻に対して源  

氏物語絵巻のスキャン画像、漫画源氏物語に対して洩画源氏物語のスキャン画像がある。これらはオリジ  

ナルの源氏物語のExpressionであると定義する。これらのManifbstationは実際にネットワーク上で提供  

されているリソースそのものにあたり、1つのExpressionの実体に対して数種類存在するものである。こ  

の図に基づいて利用者とリソースを適切に結ぶ例を以下に2つ示す。  

A．視覚障害者（全盲）に対して源氏物語のリソースを提供する場合   

利用者のリソースへのアクセス要求は「源氏物語」というWorkに関連するリソースメタデータの”タイ  

トル”の値である。Contextは、「視覚障害者（全盲）」が利用者の特性メタデータの”利用者の知覚能力”の  

値である。これらの値が定まると、「源氏物語」のリソースの中でも、Expres扇onレベルにおいての”形式”  

の億が「音声」を含むものと限定される。そのため、図中のExpressionでこの条件に一致するものは、「源  

氏物語現代語訳朗読」となる。実際に利用者に提供されるリソースはManifestationレベルの実体にあた  

るため、ここでは、源氏物語現代語訳朗読のMP3形式のリソースか、WMA形式のリソースとなる。利用  

者がWMA形式に対応したツールを備えていない環境からアクセスしている場合にはMP3形式のリソー  

スのみが選択される。また、利用環境にテキストを読み上げるツールを備えていた場合には、「源氏物語」  

のリソースの中でも、Expressionレベルにおいで）形式”の値が「テキスト」を含むものも候補となる。利  

用者がPCからアクセスしている場合にはManifbstationレベルの実体を選択する際には「オリジナルテ  

キストのHTML」、「現代語訳朗読のMP3」「現代語訳朗読のWMA」の3つが選択される。  

B．10歳の子供に対して源氏物語のリソースを提供する場合   

この際の利用者のリソースへのアクセス要求もまた、Aの例と同じく「源氏物語」というWorkに関連  

するリソースメタデータの”タイトル”の値である。Con七extは、「10歳の子供」が利用者の特性メタデータ  

の”知的水準”の値である。Expressionレベルでぽ，利用対象者，，の備に「10歳」を含むものと限定される。  

そのため、Expre＄Sionでこの条件に一致するものは「源氏物語絵巻スキャン画像」と、「源氏物語現代語訳  

朗読」「浸画源氏物語スキャン画像」となる。利用者に提供されるリソースは、それぞれのManifbstation  

である。ここで、利用者が携帯電話という利用機器からアクセスしていた場合、携帯電話で表示したり利  
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用したりすることが困難な容量の大きなリソースや、対応していない形式をもつリソースは選択肢から外  

れるため、「源氏物語絵巻のJPEGJ「寝画源氏物語スキャン画像全文GIFJ「漫画源氏物語スキャン画像途  

中までGIF」が候補となる。また、漫画のスキャン画像リソースには課金制度があり、無料で見ることが  

できるのは途中までであった場合には、「演画源氏物語スキャン画像全文GIF」は候補から外れることに  

なる。  

図4．ネットワーク上のリソースのFRBRモデルにおける表現の例  

5．終わりに  

本稿では、これまでに述べたメタデータスキーマモデルを提案することによって、利用者の特性と環境に  

応じたリソース選択を行うための基本的な枠組みを提案した。この基本的な枠組みは、リソースの内容を  

表現し、アクセシビリティの視点から柔軟なリンキングを行うためのモデルとして応用できるものである。   

今回述べた機能に加えて、利用者が自宅で途中まで見ていた動画のリソースを外出先のPCで続きを見  

られるような、利用者特性を、変化した利周環境に引き継ぐことができれば、同じリソースを同じ手順を踏  

んで再度探し出すという作業をしなくてすむ。このような機能を実現するための枠組みも視野に入れたい。  
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